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裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1２５

青山桜今年も満開

乳幼児医療費助成条例
（３歳未満から就学前まで医療費無

料を拡大）・94年第４回定例区議会

子ども医療費助成条例

（小学６年生までの医療費を無料

に・04年１月）

出産祝い金条例
（出産に際し10万円の祝い金を
支給・05年第４回定例区議会）

区が小学６年生までの入院医療費

無料化を実施。・04年４月から

区が出産費用の50万円を上限とし

て、保険から出る費用の差額を助

成。・06年４月実施。

就学前まで無料を拡大。

96年４月から。

その後→党区議団が予算要望で中

学３年生まで医療費無料化を要求。

区が中学３年生までの入院・通院・

食事代の完全無料化を実施。

・06年４月実施。

＊全介護保険在宅サービスを利用者負担３％に軽減

＊重度要介護高齢者手当（介護度４・５の人に月１万円支給。対象者 ９５８人）

＊小学校入学支度金を支給（２万円。対象1,194人）

＊中学校入学支度金を支給（３万円。対象1,048人）

＊修学旅行への助成（２万円。 対象963人）

日
本
共
産
党
港
区
議
団
（
六
名
）
は
、
こ
の
間
、
区
民
要
望
を

も
と
に
条
例
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
貴
重
な
成
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
後
も
新
し
い
提
案
を
行
い
ま
す
の
で
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

卒業アルバム助成条例（小中
学校の卒業アルバム作製費用、

一人１万円を助成・05年第２

回定例区議会）

区が、卒業アルバム作成費の一部助成、
社会科見学（演劇教室・美術館）入館料、
移動教室、夏季学園のそれぞれの一部経
費負担。補助教材費購入、漢字・英語・
数学検定支援。06年４月実施。

その
結果


そ
の
結
果

大規模災害被災地の支援に関する条例（被災自治体から
の要請がなくても区が体制をとり必要な具体的支援実施。
区民のボランティア制度。必要な防災器材の貸し出し）
04年第４回定例区議会で条例案を準備。全会派によびかけ。

重度要介護高齢者手当条例（都が廃止した「寝たきり
手当」の復活・要介護度４・５の在宅者に月額１万円
支給）・05年第２回定例区議会

区が同様の条例を提出。

05年４月実施。

保健福祉常任委員会で現在審議
中。審議の中で区として、対象
となる方に対してアンケートを
とることになっている。


そ
の
結
果

共
産
党
議
員
団
六
名
が
、

他
会
派
か
ら
の
質
問
に
答

弁
席
で
答
え
ま
し
た
。

与
党
会
派
の
中
に
は

「
教
育
に
も
受
益
者
負
担

が
必
要
だ
」
な
ど
の
暴
言

を
吐
く
議
員
（
民
主
・
七

戸
議
員
）
も
い
ま
し
た
。

※
各
会
派
の
態
度
表
明(

要
旨)

自
民
党
議
員
団
（
杉
原

議
員
）
単
な
る
バ
ラ
マ
キ

と
い
っ
た
印
象
を
ぬ
ぐ
え

ず
…
。
む
し
ろ
実
効
性
の

見
地
か
ら
は
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

公
明
党
議
員
団
（
林
田

議
員
）
現
金
給
付
の
政
策

的
な
効
果
、
財
政
費
用
の

あ
り
か
た
に
つ
い
て
幅
広

く
議
論
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
現
時
点
で
は
反
対
。

民
主
ク
ラ
ブ
（
清
水
議
員
）

修
正
案
に
は
反
対
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
み
な
と
・

一
票
の
会
（
秋
元
議
員
）

今
回
は
残
念
な
が
ら
反
対
。

み
な
と
区
民
ク
ラ
ブ
（
渡

辺
議
員
）
修
正
案
に
は
反

対
。

み
な
と
か
が
や
き
（
湯
原

議
員
）
個
人
給
付
と
い
う

の
は
お
金
に
宛
先
が
書
い

て
な
い
か
ら
慎
重
に
す
べ

き
、
と
い
う
立
場
か
ら
反

対
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
な
と
社

民
（
阿
部
議
員
）
も
う
少

し
慎
重
に
調
査
・
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
残
念
な
が
ら
賛
成
は

で
き
ま
せ
ん
。

仲
間
へ
勇
気
の
会
（
な
か

ま
え
議
員
）
所
得
制
限
の

問
題
で
す
と
か
、
ま
だ
ま

だ
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
は
反
対
。

開発に伴う伐採の危機から、みな

さんの運動で守った「青山桜」、青

山中学校で４年目を迎えた今年も満

開。きれいな花を咲かせました。

２人目から保育園保育料を無料にする条例（子育て世代への支援策の
一つとして、保育園に２人以上こどもを預けている場合、２人からの保育
料を無料にする。・06年第１回定例区議会に提出）

保健福祉常任委員会に付託され、

これから論議される。

その
結果

その
結果

その
結果

その
結果

その
結果

６名の党区議団 ０６年度一般会計予算の修正案を提出
… 必要予算 約10,500万円

… 必要予算 約14,900万円

… 必要予算 約2,300万円

… 必要予算 約3,100万円

… 必要予算 約5,000万円



二
〇
〇
五
年
第
二
回
定
例
区

議
会
に
、
「
青
山
・
西
麻
布
な

ど
交
通
不
便
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
早
期
運
行
を
求
め

る
請
願
」
が
、
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
、
今
定
例
会
で
は
、

「
港
南
地
域
に
『
ち
ぃ
ば
す
』

の
運
行
を
求
め
る
請
願
」
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
港
区
が
行
っ
た
第
二
十

五
回
区
民
世
論
調
査
で
、
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
路
線

を
拡
張
し
た
方
が
よ
い
」
と
答

え
た
方
は
、
全
体
で
四
九
・
九

％
。
赤
坂
支
所
管
内
は
「
ち
ぃ

ば
す
」
が
走
っ
て
い
ま
す
が
、

「
路
線
を
拡
張
し
た
方
が
よ
い
」

が
五
三
・
三
％
、
「
現
行
の
二

ル
ー
ト
で
よ
い
」
は
十
七
・
五

八
％
で
す
。
芝
浦
港
南
支
所
管

内
で
は
、
「
拡
張
し
た
方
が
よ

い
」
が
五
九
・
四
％
で
、
「
現

行
の
二
ル
ー
ト
で
よ
い
」
は
十

五
・
八
％
で
す
。

風
見
区
議
は
、
世
論
調
査
の

結
果
を
紹
介
し
、
「
青
山
・
西

麻
布
地
域
、
港
南
地
域
で
の
新

路
線
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
。

早
急
に
、
新
し
い
路
線
の
検
討

に
は
い
る
べ
き
」
と
、
質
問
し

ま
し
た
。

担
当
課
長
は
「
港
区
全
域
に

つ
い
て
、
既
存
ル
ー
ト
の
充
実

や
、
民
間
の
自
主
運
行
等
の
新

た
な
視
点
か
ら
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
検
討
し
て
い
く
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
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医療改悪は許せない庶民いじめの大増税反対憲法９条改悪反対の声をあげましょう。

赤
坂
氷
川
山
車
の
展
示

シ
ル
バ
ー
パ
ス
所
有
者
、

障
害
者
な
ど
に
は
「
ち
ぃ
ば

す
」
の
無
料
パ
ス
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
七
十
歳
以

上
で
も
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
購

入
し
な
い
と
「
無
料
パ
ス
」

が
も
ら
え
ま
せ
ん
。
党
区
議

団
は
、
七
十
歳
以
上
の
希
望

者
に
は
「
無
料
パ
ス
」
を
支

給
す
る
よ
う
要
求
し
て
き
ま

し
た
。

〇
六
年
度
予
算
の
総
括
質

問
で
も
と
り
あ
げ
、
「
七
十

歳
以
上
の
希
望
者
、
特
殊
疾

病
医
療
費
対
象
者
に
も
無
料

パ
ス
を
支
給
す
る
」
よ
う
質

問
し
ま
し
た
。
区
長
は
「
特

殊
疾
病
患
者
へ
の
拡
大
も
含

め
、
福
祉
配
慮
の
面
か
ら
検

討
し
て
い
る
」
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

「
ち
ぃ
ば
す
」の
無
料
乗
車
券
の
支
給
を

70
歳
以
上
の
希
望
者
、
特
殊
疾
病
医
療
費
対
象
者
に

党
区
議
団
は
予
算
総
括
質

問
で
、
赤
坂
氷
川
神
社
山
車

の
復
活
へ
の
と
り
く
み
支
援

を
、
と
質
問
し
ま
し
た
。

「
赤
坂
氷
川
神
社
の
祭
礼

は
、
御
用
祭
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
江
戸
時
代
よ
り
盛
大
に

催
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
祭
礼
に
欠
か
せ
な
い
の

が
「
氷
川
山
車
」
で
す
。
江

戸
時
代
に
製
作
さ
れ
、
明
治
・

大
正
時
代
に
修
繕
さ
れ
巡
行

し
て
い
た
「
氷
川
山
車
」
は
、

そ
の
後
、
神
社
裏
の
山
車
庫

に
眠
っ
た
ま
ま
で
、
そ
の
存

在
も
忘
れ
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
九

台
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
…
」

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
二
年
年

三
月
に
発
表
さ
れ
た
教
育
委

員
会
の
「
赤
坂
氷
川
神
社

御
用
祭
と
氷
川
山
車
」
と
い

う
文
化
財
調
査
報
告
書
の

「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
の
文

章
の
一
部
で
す
。

赤
坂
の
人
た
ち
に
よ
る

「
赤
坂
氷
川
山
車
委
員
会
」

の
立
ち
上
げ
の
準
備
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
存
す
る

氷
川
山
車
九
台
の
内
使
用
で

き
る
も
の
は
三
台
で
、
残
る

六
台
は
大
が
か
り
な
修
復
が

必
要
な
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

氷
川
神
社
の
祭
が
復
活
し

て
「
氷
川
山
車
」
が
赤
坂
の

ま
ち
を
練
り
歩
く
よ
う
に
な

れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

す
。
港
区
の
新
し
い
名
物
、

観
光
資
源
に
も
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
地
元
の

意
向
も
よ
く
聞
き
、
「
復
活

に
む
け
て
の
運
動
に
大
き
な

支
援
を
」
、
区
長
部
局
も
、

「
赤
坂
の
発
展
の
た
め
に
支

援
を
」
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。

赤坂氷川神社

山車 復活に支援を

の
早
期
運
行
を

今
議
会
に
、
道
路
占
用
料

の
改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

電
柱
一
本
当
た
り
七
、
一
四

〇
円
が
八
、
二
一
〇
円
に
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
〇
六
年
度
は
、
二

億
円
の
増
収
に
な
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
東
京
電
力
な
ど

の
大
企
業
が
、
営
業
の
た
め

の
資
器
材
と
し
て
、
区
道
や

公
園
に
電
話
柱
、
電
柱
な
ど

を
建
て
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

区
に
許
可
と
と
も
に
占
用
料

を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

風
見
区
議
と
党
区
議
団
は
、

大
企
業
が
占
用
す
る
こ
と
で

得
る
利
益
に
ふ
さ
わ
し
い
占

用
料
に
す
る
よ
う
提
案
し
続

け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
長
年
二

十
三
区
統
一
料
金
で
や
っ
て

き
た
の
で
、
「
港
区
独
自
の

料
金
は
難
し
い
」
と
の
答
弁

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
電
柱
に
は

よ
く
広
告
看
板
が
つ
い
て
い

ま
す
が
、
東
電
な
ど
の
下
請

け
広
告
会
社
が
看
板
の
設
置

料
一
万
円
以
上
を
と
っ
て
い

る
こ
と
。
港
区
の
電
話
柱
、

電
柱
な
ど
か
ら
得
る
利
益
は
、

周
辺
区
と
比
べ
て
も
格
段
の

も
う
け
が
あ
る
こ
と
。
高
い

固
定
資
産
税
で
区
民
が
苦
し

ん
で
い
る
の
に
、
大
企
業
に

は
大
判
振
る
ま
い
は
お
か
し

い
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
港

区
独
自
の
道
路
占
用
料
に
改

正
す
る
よ
う
提
案
し
て
き
た

も
の
で
す
。

港
区
独
自
の
改
正
に
踏
み

出
し
た
こ
と
は
評
価
で
き
ま

す
が
、
第
一
歩
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
一
日
も
早
く
港
区
に
ふ

さ
わ
し
い
道
路
・
公
園
占
用

料
に
引
き
上
げ
る
よ
う
提
案

し
ま
し
た
。
理
事
者
は
「
来

年
度
も
改
訂
し
て
い
き
た
い

旨
」
答
え
ま
し
た
。

大
企
業
の
道
路
占
用
料

引
上
げ
で
２
億
円
の
増
収

党
区
議
団
の
20
年
に
わ
た
る
提
案
が
実
る

ちぃばす（田町駅バス停）


